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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
 

魔
法
少
女
と
転
生
者

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
３
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
シ
ー
ザ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
気
が
つ
い
た
ら
、
真
っ
暗
な
空
間
に
い
た
少
年
、
『
無
蔵
 

聖
』
は
神
と
出

む
く
ら

こ
う
き

会
う
。

そ
し
て
、
転
生
し
た
矢
先
、
い
き
な
り
「
双
子
座
」
と
名
の
る
双
子
に
出
会
う
。

ジ
ェ
ミ
ニ

「
星
座
」
と
は
？
 

彼
ら
の
目
的
は
一
体
、
な
ん
な
の
か
。

ス
タ
ー
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：
１
：

―
―
―

＊
「
俺
は
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
ん
だ
？
」

俺
は
今
、
真
っ
暗
な
空
間
に
い
た
。

何
も
無
い
。

「
―
―
―
、
！
！
 

誰
だ
！
」

俺
は
後
ろ
を
振
り
向
き
な
が
ら
、
構
え
を
と
っ
た
。

俺
の
構
え
は
、
両
手
を
楽
に
握
っ
て
下
に
下
げ
、
右
足
を
少
し
前
に
、
左
足
を

少
し
後
ろ
に
し
て
構
え
る
。

そ
こ
に
い
た
の
は
―
―
―
…
、

＊
「
お
っ
と
、
キ
ミ
だ
な
？
 

『
陸
奥
圓
明
流
』
を
使
う
子
供
っ
て
の
は
？
」
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頭
に
白
い
わ
っ
か
を
つ
け
た
男
だ
っ
た
。

＊
「
誰
だ
よ
…
？
 

あ
ん
た
は
？
 

っ
て
か
、
な
ん
で
『
陸
奥
圓
明
流
』
を
…

？
」

＊
「
ま
あ
、
立
ち
話
も
な
ん
だ
。
 

座
れ
よ
。
」

＊
「
お
い
、
俺
の
話
を
無
視
す
る
な
。
」

と
か
な
ん
と
か
い
い
つ
つ
、
ち
ゃ
っ
か
り
座
っ
て
る
俺
が
情
け
な
い
…

＊
「
ん
で
、
俺
が
誰
か
。
 

だ
っ
た
な
。
 

ま
あ
、
世
間
的
に
、
俺
は
神
様
っ

て
奴
だ
な
。
」

＊
「
神
…
？
 

残
念
だ
が
、
俺
は
神
を
信
じ
な
い
ん
で
な
。
 

っ
う
か
信
じ
た

く
な
い
。
」

神
「
あ
ら
あ
ら
そ
れ
は
残
念
だ
こ
と
。
 

ま
あ
、
い
い
さ
。
」

＊
「
っ
！
！
 

て
め
え
…
俺
は
何
故
、
こ
こ
に
い
る
！
！
 

何
故
、
貴
様
は
俺

を
殺
し
た
！
！
？
 

知
っ
て
い
る
真
実
を
全
て
話
せ
！
！
！
」
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神
「
わ
か
っ
た
。
 

ま
ず
、
お
前
は
俺
の
部
下
の
手
違
い
に
よ
っ
て
死
ん
だ
ん

だ
。
 

俺
は
お
前
を
転
生
さ
せ
る
。
」

＊
「
手
違
い
…
だ
と
！
！
？
 

て
め
え
！
！
 

デ
タ
ラ
メ
な
ら
べ
て
ん
じ
ゃ
・
・

・
！
！
？
」

俺
は
神
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
俺
の
体
は
空
中
で
止
ま
っ
た
。

＊
「
な
、
な
ん
だ
…
！
！
？
」

神
「
人
の
話
は
最
後
ま
で
聞
け
。
」

そ
の
時
、
俺
の
体
に
う
っ
す
ら
と
光
る
小
さ
な
糸
が
…
い
や
、
紐
か
？

＊
「
ワ
イ
ヤ
ー
か
？
」

神
「
よ
く
見
え
た
な
。
 

だ
が
、
ワ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
い
。
」
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＊
「
な
ら
な
ん
だ
？
」

神
「
?
雲
糸
?
だ
。
」

＊
「
束
に
な
れ
ば
大
の
大
人
で
も
動
け
な
く
な
る
軽
く
て
、
そ
れ
で
い
て
丈
夫

な
糸
か
。
」

神
「
知
っ
て
た
か
。
」

＊
「
い
や
、
今
知
っ
た
。
」

正
直
、
今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
が
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
る
な
。

神
「
お
、
よ
く
気
づ
い
た
な
。
」

＊
「
人
の
心
を
読
む
な
…
」

神
「
俺
は
神
だ
か
ら
な
。
」

＊
「
そ
れ
で
…
さ
っ
き
、
俺
を
転
生
さ
せ
る
と
か
い
っ
て
い
た
が
、
何
処
に
転
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生
さ
せ
る
つ
も
り
だ
？
」

神
「
『
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
』
」

＊
「
は
？
 

…
…
…
お
い
お
い
ま
さ
か
、
ア
ニ
メ
の
世
界
か
…
！
？
」

神
「
お
、
い
い
感
し
て
ん
じ
ゃ
ね
え
か
☆
」

＊
「
っ
て
っ
め
ぇ
！
！
 

や
っ
ぱ
り
殺
す
！
！
」

神
「
そ
の
動
け
な
い
状
態
で
、
ど
う
や
っ
て
俺
を
殺
す
つ
も
り
だ
？
」

＊
「
な
め
ん
な
よ
？
 

俺
は
『
陸
奥
圓
明
流
』
を
?
使
え
る
?
だ
け
だ
。
 

継

承
は
し
て
な
い
！
！
」

神
「
…
あ
」

＊
「
バ
カ
が
。
」

神
「
い
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
あ
あ
あ
ぁ
ー
ー
ー
！
！
！
」
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―
―
―

＊
「
…
わ
り
ぃ
。
 

案
外
弱
く
て
…
」

神
「
う
う
ぅ
…
」

俺
の
眼
下
に
は
ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ
た
神
が
い
た
。

神
「
酷
い
…
最
初
は
ま
だ
良
か
っ
た
。
 

だ
が
、
最
後
は
酷
い
…
?
虎
砲
?
か

ら
の
?
虎
砲
?
の
跡
に
向
け
て
?
無
空
波
?
は
無
い
…
体
が
い
か
れ
る
…
」

＊
「
っ
て
か
、
よ
く
生
き
て
る
な
。
」

神
「
俺
は
神
だ
か
ら
な
。
 

…
っ
て
何
回
目
だ
…
？
 

こ
の
く
だ
り
…
」

＊
「
ふ
む
。
 

や
っ
と
く
だ
り
に
気
が
つ
い
た
か
。
 

そ
う
い
え
ば
…
俺
は
転

生
後
、
役
目
は
な
ん
な
ん
だ
？
」

神
「
…
…
…
嗚
呼
、
お
前
の
役
目
は
特
に
無
い
。
」
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＊
「
特
に
無
い
、
か
…
ふ
ん
、
ま
あ
、
い
い
だ
ろ
う
。
」

神
「
後
、
お
前
に
は
『
希
少
技
能
』
と
し
て
?
零
?
を
授
け
る
。
」

レ
ア
ス
キ
ル

ゼ
ロ

＊
「
?
零
?
…
？
」

神
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
っ
ち
に
手
紙
を
送
る
。
」

＊
「
わ
か
っ
た
。
」

神
「
さ
て
…
と
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
な
。
」

俺
は
自
分
の
姿
を
見
て
み
た
。

自
分
の
足
が
透
け
て
き
て
い
た
。

神
「
さ
て
、
お
別
れ
か
。
 

最
後
に
、
お
前
に
は
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
を
つ
け
さ

せ
て
も
ら
う
ぞ
。
」

＊
「
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
？
 

何
か
関
係
あ
る
の
か
よ
？
」
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神
「
あ
っ
ち
の
世
界
に
は
魔
力
値
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
お
前
は
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
、
ラ
ン
ク
が
Ｅ
Ｘ
ラ
ン
ク
な
ん
だ
。
 

だ
か
ら
、
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』

で
ラ
ン
ク
を
Ｃ
＋
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
も
ら
う
。
 

こ
れ
は
技
の
威
力
に
も
関
係

す
る
か
ら
な
。
 

Ｃ
＋
だ
と
、
打
撲
程
度
の
傷
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
。
」

＊
「
そ
こ
ま
で
威
力
が
落
ち
る
の
か
。
 

な
ら
、
大
抵
の
こ
と
な
ら
平
気
だ
な
。

」神
「
大
抵
っ
て
な
ん
だ
よ
。
 

大
抵
っ
て
…
」

＊
「
聞
い
た
ら
あ
ん
た
、
生
き
て
な
い
ぜ
？
」

神
「
は
ー
…
怖
っ
！
！
」

＊
「
最
後
に
…
教
え
て
お
く
か
。
 

俺
の
名
前
は
聖
。
 

無
蔵
聖
だ
。
」

こ
う
き

む
く
ら
こ
う
き

神
「
や
っ
と
、
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
な
。
 

本
当
に
こ
れ
で
最
後
さ
。
 

お

前
の
武
器
を
作
る
か
ら
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
く
れ
。
 

作
っ
て
お
く
よ
。
」

聖
「
だ
っ
た
ら
、
日
本
刀
を
作
っ
て
く
れ
。
 

扱
い
や
す
い
も
の
な
ら
な
ん
で

も
い
い
。
」
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神
「
お
前
、
剣
士
だ
っ
た
の
か
。
 

わ
か
っ
た
。
 

俺
の
最
高
傑
作
を
作
っ
て

お
く
よ
。
 

あ
あ
、
そ
れ
か
ら
、
お
前
の
家
は
一
軒
家
だ
。
 

あ
っ
ち
に
つ
い

た
ら
、
家
の
前
に
送
っ
て
お
く
よ
。
」

聖
「
わ
か
っ
た
。
 

助
か
る
。
」

そ
ろ
そ
ろ
、
体
が
消
え
て
き
た
。

神
「
さ
て
、
と
。
 

そ
ろ
そ
ろ
…
」

聖
「
あ
あ
、
お
別
れ
だ
な
。
」

神
「
完
成
し
た
ら
、
お
前
の
家
に
送
る
よ
。
」

聖
「
あ
あ
、
あ
り
が
と
う
。
」

そ
し
て
、
俺
は
光
に
な
っ
て
消
え
た
。

―
―
―
―
―
―
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神
「
…
…
…
さ
ぁ
て
。
 

頑
張
る
と
す
る
か
な
ぁ
。
」

俺
は
あ
い
つ
の
注
目
の
品
を
作
り
始
め
た
。

―
―
―

聖
「
こ
こ
が
、
俺
の
家
か
。
」

俺
は
か
な
り
で
か
い
家
の
前
に
い
た
。

聖
「
い
や
い
や
、
絶
対
に
で
か
い
だ
ろ
…
別
荘
か
？
 

こ
こ
は
…
」

俺
は
呆
れ
て
家
の
中
に
入
ろ
う
と
し
た
。

そ
の
時
、

＊
「
「
ね
ぇ
…
。
 

キ
ミ
、
『
無
蔵
 

聖
』
だ
よ
ね
？
」
」

聖
「
！
！
？
 

誰
だ
！
？
 

何
故
、
俺
の
名
前
を
…
！
！
？
」
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＊
「
「
僕
達
は
「
双
子
座
」
だ
よ
。
」
」

ジ
ェ
ミ
ニ

＊
「
僕
は
レ
ミ
ア
」

＊
「
僕
は
フ
ァ
ン
ケ
ル
」

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
レ
ミ
ア
・
フ
ァ
ン
ケ
ル
」
」

聖
「
レ
ミ
ア
・
フ
ァ
ン
ケ
ル
…
？
 

誰
な
ん
だ
よ
お
前
ら
は
…
！
！
」

レ
ミ
ア
「
と
り
あ
え
ず
、
場
所
を
移
動
し
よ
う
か
？
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
こ
の
先
に
、
人
気
の
無
い
場
所
を
知
っ
て
る
か
ら
さ
。
」

ひ
と
け

聖
「
…
…
…
何
が
目
的
だ
？
」

レ
ミ
ア
「
キ
ミ
の
…
?
力
?
」

聖
「
（
コ
イ
ツ
ら
…
）
わ
か
っ
た
…
案
内
し
ろ
。
」
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レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
そ
う
こ
な
く
っ
ち
ゃ
」
」

俺
は
双
子
に
つ
い
て
い
っ
た
。

―
―
―

神
「
な
に
ぃ
！
！
？
 

「
星
座
」
共
が
牢
獄
か
ら
逃
げ
出
し
た
だ
と
ぉ
！
！
？
」

ス
タ
ー

天
使
「
は
い
…
！
！
 
?
暗
黒
の
牢
獄
?
が
、
い
つ
の
間
に
か
破
壊
さ
れ
、
「

星
座
」
達
は
逃
げ
出
し
て
お
り
ま
し
た
…
！
！
」

神
「
く
そ
っ
…
！
 

（
誰
か
密
告
者
が
い
る
の
か
…
！
？
 

そ
れ
と
も
…
）
な

ん
に
し
て
も
、
急
が
ね
ぇ
と
な
…
！
！
 

待
っ
て
ろ
よ
！
 

聖
！
！
」

俺
は
大
急
ぎ
で
作
業
を
再
開
し
た
。

―
―
―

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
こ
こ
だ
よ
。
」
」
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聖
「
こ
こ
は
…
ど
う
見
て
も
公
園
じ
ゃ
な
い
か
。
」

レ
ミ
ア
「
そ
う
だ
よ
。
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
こ
こ
は
公
園
だ
よ
。
」

聖
「
…
（
そ
う
い
え
ば
あ
い
つ
、
『
リ
ミ
ッ
タ
ー
』
が
な
ん
な
の
か
教
え
な
か

っ
た
…
！
 

く
そ
っ
た
れ
…
！
！
）
う
お
お
お
！
！
」

俺
は
突
っ
込
ん
だ
。

レ
ミ
ア
「
へ
ぇ
？
 

突
っ
込
ん
で
く
る
ん
だ
？
」

そ
う
い
っ
た
レ
ミ
ア
の
右
手
に
、
真
っ
白
な
『
大
剣
』
が
現
れ
た
。

聖
「
！
！
？
（
ど
こ
か
ら
現
れ
た
ん
だ
…
！
？
）
ち
ぃ
っ
！
！
」

俺
は
後
ろ
に
跳
ん
だ
。

レ
ミ
ア
「
は
あ
っ
！
！
」
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ゴ
ヒ
ュ
ッ
！
！

『
大
剣
』
が
地
面
を
え
ぐ
り
、
地
面
が
切
れ
た
。

ズ
バ
ン
！
！

聖
「
あ
ぶ
な
っ
…
ッ
ッ
ツ
！
！
？
」

後
ろ
か
ら
の
殺
気
に
気
付
き
、
直
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
た
。

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！
！

銃
弾
が
地
面
を
え
ぐ
る
。

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
惜
し
い
な
。
」

聖
「
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
黒
い
『
銃
』
か
…
く
そ
っ
！
！
」

レ
ミ
ア
は
『
大
剣
』
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
は
『
銃
』
か
…
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レ
ミ
ア
「
?
覇
斬
?
」

フ
ァ
ン
ケ
ル
「
?
ブ
ラ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
?
」

レ
ミ
ア
の
『
大
剣
』
が
赤
い
光
を
纏
っ
た
。

そ
れ
を
振
り
下
ろ
し
た
。

フ
ァ
ン
ケ
ル
の
『
銃
』
が
青
い
光
を
纏
っ
た
。

そ
れ
を
放
っ
た
。

聖
「
（
踏
み
込
む
し
か
な
い
…
！
！
）
」

ド
ガ
ア
ア
ァ
ア
ア
ァ
ア
ア
ン
！
！
！
！
！
！

濃
い
煙
が
立
ち
上
が
っ
た
。

聖
「
う
お
お
お
！
！
！
」

煙
の
中
か
ら
、
俺
は
レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
を
奇
襲
し
た
。
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レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
！
」
」

聖
「
?
三
日
月
?
！
！
！
」

俺
の
両
足
は
弧
を
描
き
、
レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
を
蹴
り
跳
ば
し
た
。

ド
ガ
ガ
ガ
！
！
！

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
う
わ
あ
あ
あ
！
！
！
」
」

ド
ガ
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！

二
人
は
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。

聖
「
は
あ
っ
…
！
 

は
あ
っ
…
！
 

ぐ
っ
…
左
腕
が
い
か
れ
ち
ま
う
…
！
！
！
」

正
直
、
今
の
ま
ま
だ
と
確
実
に
腕
が
壊
れ
る
。

レ
ミ
ア
「
フ
フ
フ
…
」
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フ
ァ
ン
ケ
ル
「
惜
し
か
っ
た
ね
。
」

聖
「
な
っ
…
！
！
？
」

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
な
が
ら
、
二
人
は
平
然
と
立
っ
て
い
た
。

聖
「
嘘
…
だ
ろ
…
？
」

レ
ミ
ア
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
「
「
さ
よ
う
な
ら
。
 

『
無
蔵
 

聖
』
」
」

レ
ミ
ア
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
の
武
器
が
俺
に
向
け
ら
れ
た
。

聖
「
ま
だ
だ
…
ま
だ
、
終
わ
ら
な
い
…
！
！
！
」

だ
が
、
も
う
体
に
力
が
入
ら
な
い
。

―
―
―
そ
し
て
―
―
―

ガ
キ
ィ
ン
！
！
！
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＊
「
悪
い
な
、
聖
。
 

お
前
と
「
星
座
」
を
戦
わ
せ
て
し
ま
っ
て
。
 

だ
が
、

安
心
し
ろ
。
 

俺
が
来
た
か
ら
に
は
、
も
う
お
前
に
は
傷
一
つ
付
け
さ
せ
ん
！

！
！
」

そ
れ
は
、

聖
「
か
、
み
？
」

神
だ
っ
た
。

神
「
立
ち
上
が
れ
。
」

そ
う
い
っ
て
神
は
俺
に
『
日
本
刀
』
を
差
し
出
し
て
き
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

魔法少女リリカルなのは 魔法少女と転生者
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